
　木蓮が〝十・八・

連〞の合字であるこ

とから、連隊花とし

て制定されました。

　第５代連隊長・高

木成助１等陸佐が考

案され、連隊隊舎東

側に植樹されている

木蓮は、毎年５月上

旬に鮮やかな薄桃色

の花を咲かせ、連隊

に春の訪れを告げる

とともに、連隊を温

かく見守っています。

連隊花　木蓮

　平成15年10月に第

7代連隊最先任上級

曹長である髙橋准尉

によってデザイン、作

成されました。

シンボルマークには、

・精 強 性「鷲」

・迅 速 性「稲妻」

・勝者の証「月桂樹」

の意味が込められて

います。

連隊シンボルマーク

連隊長統率方針
「任務必遂」

連隊長要望事項
「創　造」
「感　謝」
「明朗闊達」

株式会社
横山プリントサービス社
TEL．０１１-６６９-3915
FAX．０１１-６６９-3916

〈発行印刷会社〉

　

連
隊
は
、
６
月
７
日（
日
）第
11
旅
団
創
立
18
周
年
・
真
駒
内
駐
屯
地
開
庁
72
周
年
記
念
行
事
に
参

加
し
た
。

　

連
隊
長
以
下
、
記
念
式
典
及
び
観
閲
行
進
に
お
い
て
、
一
糸
乱
れ
ぬ
統
制
と
行
動
で
、
旅
団
旗
本

連
隊
と
し
て
の
威
容
を
示
す
と
と
も
に
、
祝
賀
会
食
で
は
、
来
場
し
て
い
た
だ
い
た
協
力
者
の
方
々

へ
日
頃
の
感
謝
を
お
伝
え
し
た
。

真
駒
内
駐
屯
地
開
庁

真
駒
内
駐
屯
地
開
庁
7272
周
年
記
念
行
事

周
年
記
念
行
事

第第
1111
旅
団
創
立

旅
団
創
立
1188
周
年
周
年

プロジェクションマッピング

祝賀会食

観閲行進

アイスブロック工法

完成した大雪像「会津　鶴ヶ城」

制作過程

　

連
隊
は
、
令
和
８
年
１
月
５
日（
月
）か
ら
２
月
３
日（
火
）ま
で
の
間
、
第
11
旅
団
第
２
雪
像
制
作

隊
と
し
て
、
２
０
２
６
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
大
通
西
８
丁
目
会
場
で
の
雪
像
制
作
を
担
任
し
た
。
厳

し
い
気
象
状
況
下
に
お
い
て
、39
日
間
延
べ
３
８
０
０
名
の
隊
員
を
も
っ
て
制
作
に
当
た
り
、こ
の
間
、

協
力
関
係
者
、
ご
家
族
等
、
多
く
の
方
々
か
ら
温
か
い
激
励
を
受
け
、
歴
代
最
高
傑
作
と
称
さ
れ
る

大
雪
像「
会
津
鶴
ヶ
城
」を
完
成
さ
せ
た
。 　

　

開
催
期
間
中
の
夜
間
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
映
像
と
音
楽
に
よ
る

幻
想
的
な
世
界
を
演
出
し
、
多
く
の
方
々
に
大
雪
像
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
解
体
に
当

た
っ
て
は
、
鶴
ヶ
城
の
歴
史
を
尊
重
し
、
開
城
式
と
称
し
て
、
敬
意
と
感
謝
を
も
っ
て
雪
像
を
取
り

壊
し
た
。

　

連
隊
は
、
引
き
続
き
、「
ア
イ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
工
法
」を
技
術
継
承
す
る
と
と
も
に
、
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま

つ
り
協
力
を
通
じ
て
、
地
域
へ
の
貢
献
及
び
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
の
獲
得
に
邁
進
す
る
。

さっぽろ雪まつり「会津 鶴ヶ城」完成さっぽろ雪まつり「会津 鶴ヶ城」完成
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連
隊
は
、
１
月
27
日（
火
）か
ら
２
月
１
日（
日
）ま
で
の
間
、
米
陸
軍
と
の
実
動
訓
練（
ノ
ー
ス
ウ
ィ
ン
ド
26
）

に
第
11
戦
車
隊
へ
の
配
属
部
隊
と
し
て
、
第
３
普
通
科
中
隊
を
対
抗
部
隊
参
加
さ
せ
、
各
種
任
務
遂
行
能
力
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
同
基
盤
を
活
用
し
た
第
３
普
通
科
中
隊
訓
練
検
閲
を
実
施
し
、
冬
季
の
特
性
を
最

大
限
に
活
用
し
た
防
御
及
び
戦
車
隊
と
連
携
し
た
総
合
戦
闘
力
の
発
揮
等
、
各
種
戦
闘
行
動
の
練
度
向
上
を

図
っ
た
。

　

連
隊
は
、
５
月
18
日（
月
）か
ら
31
日（
日
）ま
で
の
間
、
北
海
道
大
演
習
場
有
明
地
区
及

び
島
松
地
区
に
お
い
て
、
第
１
次
連
隊
射
撃
野
営
を
実
施
し
た
。
各
中
隊
は
、
各
種
対
戦

車
火
器
、
小
火
器
及
び
重
迫
撃
砲
等
の
射
撃
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
手
り
ゅ
う
弾
投
擲
、

指
向
性
散
弾
及
び
各
種
爆
破
訓
練
を
実
施
し
て
、
射
撃
及
び
各
種
爆
破
能
力
の
向
上
を

図
っ
た
。

　

ま
た
、
６
月
15
日（
月
）及
び
16
日（
火
）、
北
海
道
大
演
習
場
島
松
地
区
に
お
い
て
、
第

２
次
連
隊
射
撃
野
営
と
し
て
、
81
㎜
迫
撃
砲
射
撃
を
練
成
し
、
戦
闘
行
動
と
連
携
し
た
実

践
的
な
射
撃
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

　

連
隊
は
、
引
き
続
き「
射
撃
へ
の
こ
だ
わ
り
」を
堅
持
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
、

射
撃
練
度
を
向
上
す
る
。

　

連
隊
は
、
１
月
25
日（
日
）か
ら
31
日（
土
）

ま
で
の
間
、
東
千
歳
駐
屯
地
に
お
い
て
実

施
さ
れ
た
第
２
次
旅
団
演
習（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）に

旅
団
主
作
戦
正
面
担
任
部
隊
と
し
て
参
加

し
、
有
機
的
な
指
揮
幕
僚
活
動
及
び
情
報

と
火
力
の
連
携
を
主
要
演
練
項
目
と
し
て
、

連
隊
の
作
戦
遂
行
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

　

連
隊
は
、
２
月
24
日（
火
）か
ら
３
月
４
日（
水
）ま

で
の
間
、
北
海
道
大
演
習
場
有
明
地
区
、
恵
庭
地
区

及
び
千
歳
地
区
に
お
い
て
連
隊
冬
季
演
習
を
実
施
し

た
。

　

本
訓
練
は
、
冬
季
に
お
け
る
防
御
練
度
の
向
上
を

目
的
と
し
、
特
に
、
積
雪
寒
冷
下
に
お
い
て
必
要
と

さ
れ
る
戦
闘
行
動
の
習
熟
及
び
防
御
準
備
に
係
る
各

種
諸
元
、
教
訓
事
項
を
収
集
す
る
等
、
所
望
の
成
果

を
獲
得
し
た
。　

１２０ｍｍ迫撃砲手りゅう弾投擲爆破訓練８１mm迫撃砲

０１式軽対戦車誘導弾 個人携帯対戦車弾

12.7ｍｍ重機関銃 対人狙撃銃（夜間射撃）

練成訓練練成訓練
第２次旅団演習（ICE）

第
１
・
２
次
連
隊
射
撃
野
営

米
陸
軍
と
の
実
動
訓
練

連
隊
冬
季
演
習

状況確認

陣地構築

敵を待ち構える小銃手

指揮官会議

陣地研修

連隊作戦会議

中隊長への状況報告
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連
隊
は
、
４
月
１
日（
水
）及
び
２
日（
木
）に
令
和
８
年
度
連
隊
射
撃
指
導
部

集
合
訓
練
を
実
施
し
た
。
令
和
７
年
度
の
射
撃
成
果
に
お
い
て
得
ら
れ
た
各
種

教
訓
を
は
じ
め
、
特
に
効
果
の
あ
っ
た
練
成
要
領
を
各
中
隊
射
撃
指
導
者
に
普

及
す
る
等
、
連
隊
全
体
の
射
撃
練
度
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
管
理
、

弾
薬
管
理
等
、
射
場
勤
務
要
領
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　

連
隊
は
、
５
月
８
日（
金
）か
ら
15

日（
金
）ま
で
の
間
、
演
習
場
整
備（
前

段
）を
実
施
し
た
。

　

本
演
習
場
整
備
は
、
弾
着
地
の
不

発
弾
捜
索
・
野
焼
き
、
道
路
・
側
溝

の
整
備
、
有
明
戦
闘
射
場
及
び
第
三

基
本
射
場
の
施
設
整
備
を
実
施
し
、

方
面
・
旅
団
の
作
戦
運
用
の
実
行
性

向
上
に
寄
与
し
た
。

　

ま
た
、
連
隊
と
し
て「
事
故
ゼ
ロ
絶

対
」を
掲
げ
、
全
隊
員
が
高
い
安
全
管

理
意
識
を
持
ち
整
備
任
務
に
あ
た
る

と
と
も
に
、
整
備
技
術
の
普
及
を
図

る
等
、
所
望
の
任
務
を
完
遂
し
た
。

　

連
隊
は
、
４
月
20
日（
月
）16
時
53
分
頃
に
発
生
し
た
北
海
道
・
三
陸
沖
地
震

及
び
６
月
25
日（
木
）７
時
30
分
頃
に
発
生
し
た
岩
手
県
沖
の
地
震
に
伴
い
、
そ

れ
ぞ
れ
発
災
直
後
か
ら
迅
速
な
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
速
や
か
に
出
動

で
き
る
よ
う
物
心
両
面
の
準
備
を
完
整
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

引
き
続
き
、
い
つ
、
い
か
な
る
任
務
に
も
即
応
必
遂
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る

事
態
に
即
応
で
き
る
態
勢
を
維
持
す
る
。

　

連
隊
は
、
７
月
９
日（
木
）か
ら
13
日（
月
）ま

で
の
間
、
北
海
道
大
演
習
場
に
お
い
て
、
第
１

次
旅
団
演
習
に
参
加
し
、
旅
団
の
作
戦
行
動
に

係
る
防
御
能
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
情
報

小
隊
の
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。

　

作
戦
間
、
断
続
的
な
降
雨
に
見
舞
わ
れ
る
悪

天
候
の
中
、
連
隊
長
指
針「
最
後
ま
で
生
き
残

り
、
戦
え
」の
も
と
、
健
在
性
の
向
上
及
び
積

極
的
な
火
力
要
求
を
重
視
し
た
戦
闘
に
よ
り
、

連
隊
任
務
を
完
遂
し
た
。

　

ま
た
、
情
報
小
隊
は
、
組
織
的
な
監
視
網
の

構
成
と
ド
ロ
ー
ン
偵
察
に
よ
り
、
迅
速
か
つ
正

確
な
敵
情
の
収
集
・
報
告
を
行
う
と
と
も
に
、

積
極
的
な
火
力
要
求
に
よ
り
、
敵
を
減
殺
す
る

等
、
連
隊
の
戦
闘
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　

連
隊
は
、
引
き
続
き
、
与
え
ら
れ
た
任
務
を

い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
も
、
必
遂
で
き
る
精

強
な
部
隊
と
な
る
べ
く
訓
練
を
継
続
す
る
。

側溝整備安全を意識した整備

不発弾捜索

物品積載・出動準備

射撃位置の変換

陣地研修

指揮所活動

重迫撃砲射撃

防御戦闘

練成訓練練成訓練
第１次旅団演習

演
習
場
整
備
（
前
段
）

連
隊
射
撃
指
導
部

集
合
訓
練

即
応
態
勢
維
持

分隊を射撃支援する機関銃

指揮所における情報収集
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拳
法
訓
練
隊
は
、
大
会
前
集
中
訓
練
及
び
日
々

の
課
業
内
外
を
利
用
し
て
自
身
の
心
身
及
び
技
能

の
練
磨
に
努
め
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、
部
隊
格
闘
指
導
官
を
輩
出
す
る
な
ど
、

部
隊
に
お
け
る
近
接
戦
闘
能
力
の
向
上
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
部
外
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
広

報
活
動
に
も
繋
げ
て
い
ま
す
。
目
標
は
、
武
道
精

神
の
涵
養
を
図
り
つ
つ
、
更
な
る
部
隊
格
闘
指
導

官
の
輩
出
、
全
自
衛
隊
拳
法
選
手
権
大
会
団
体
ベ

ス
ト
８
、
個
人
ベ
ス
ト
４
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

バ
イ
ア
ス
ロ
ン
訓
練
隊
は
、
雪
の
降
り
始
め
る

12
月
か
ら
ス
キ
ー
訓
練
を
開
始
し
、
部
隊
の
訓
練

と
両
立
を
し
な
が
ら
射
撃
及
び
ス
キ
ー
走
力
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

　

目
標
は
、
冬
季
の
滑
走
技
術
及
び
射
撃
術
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成
し
部
隊
へ
普
及
す
る
と
と

も
に
、
宮
様
ス
キ
ー
大
会
及
び
日
本
選
手
権
の
団

体
戦
で
表
彰
台
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。　

　

銃
剣
道
訓
練
隊
は
、
部
隊
訓
練
と
の
両
立
を
図

り
、
夜
間
稽
古
及
び
各
大
会
前
の
期
間
等
で
日
々

練
成
に
励
ん
で
い
ま
す
。全
日
本
団
体
で
準
優
勝
、

全
道
大
会
４
連
覇
等
、
輝
か
し
い
功
績
を
残
さ
れ

た
先
輩
方
に
負
け
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。　

　

当
面
の
目
標
は「
若
手
の
育
成
」と「
全
道
大
会

優
勝
」で
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

連
隊
は
、
１
月
28
日（
水
）及
び
２
月
１
日（
日
）の
２

日
間
、
白
旗
山
競
技
場
周
辺
に
お
い
て
、
第
46
回
札
幌

国
際
ス
キ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
支
援
し
た
。
事
前
に
雪

上
車
に
よ
る
救
護
所
の
開
設
を
準
備
し
、
大
会
当
日
は

役
員
及
び
救
護
関
係
者
の
人
員
輸
送
を
実
施
す
る
等
、

国
内
外
の
選
手
約
１
０
０
０
名
が
参
加
し
た
大
会
を
支

援
し
、
円
滑
な
大
会
運
営
に
寄
与
し
た
。

　

連
隊
は
、
５
月
24
日（
日
）「
第
49
回
北
海
道
を
歩
こ

う
」に
お
い
て
、
札
幌
市
真
駒
内
か
ら
国
立
公
園
支
笏
湖

ま
で
踏
破
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
給
水
支
援
を
実
施
し
た
。

　

本
行
事
に
は
、
選
手
約
１
０
０
０
名
が
参
加
し
、
各

選
手
は
、
連
隊
が
コ
ー
ス
上
に
準
備
し
た
水
ト
レ
ー
ラ

の
水
を
飲
料
水
ま
た
は
洗
顔
等
に
活
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
た
。

　

途
中
か
ら
、
降
雨
に
見
舞
わ
れ
た
も
の
の
、
支
援
隊

員
は
、
参
加
者
に
対
し
熱
心
に
激
励
・
支
援
す
る
等
、

イ
ベ
ン
ト
の
整
斉
円
滑
な
運
営
に
寄
与
し
た
。

　

連
隊
は
、
６
月
24
日（
水
）か
ら

26
日（
金
）の
間
、
北
海
道
ガ
ス
株

式
会
社
の
新
入
社
員
６
名
に
対
し
、

隊
内
生
活
体
験
を
実
施
し
た
。

　

入
隊
者
は
着
隊
後
、
着
慣
れ
な
い

迷
彩
服
に
身
を
包
み
、
緊
張
し
た

面
持
ち
で
入
隊
式
に
臨
み
、
当
初

は
ぎ
こ
ち
な
い
動
作
で
あ
っ
た
が
、

基
本
教
練
で
は
次
第
に
節
度
あ
る

動
作
を
習
得
す
る
等
、
自
衛
隊
の
規

律
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
徒
歩

行
進
で
は
、
慣
れ
な
い
重
装
備
で
高

低
差
の
大
き
い
演
習
場
内
を
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
も
全
員
が
約
14
㎞

を
完
歩
し
た
。

　

駐
屯
地
内
外
で
各
種
訓
練
を
体

験
し
た
新
入
社
員
達
は
、
普
段
経
験

で
き
な
い
環
境
下
で
寝
食
を
共
に

し
た
社
員
同
士
の
絆
を
深
め
る
と

と
も
に
、
自
衛
隊
の
任
務
や
役
割
へ

の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

持
続
走
訓
練
隊
は
、
昨
年
度
の
富
士
登
山
駅
伝

に
お
い
て
、
連
隊
最
高
順
位
の
５
位
入
賞
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
訓
練
隊
は
、
不
整
地

を
含
む
各
種
走
力
訓
練
を
実
施
し
て
、
走
力
及
び

心
肺
機
能
を
高
め
る
た
め
、
各
種
大
会
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
目
標
は
、富
士
登
山
駅
伝
上
位
入
賞
、

全
自
衛
隊
陸
上
競
技
大
会
各
種
目
入
賞
及
び
体
育

指
導
者
の
育
成
で
す
。少
数
精
鋭
チ
ー
ム
で
す
が
、

目
標
達
成
に
向
け
一
致
団
結
し
全
国
に
18
連
隊
の

名
を
轟
か
せ
た
い
で
す
。

救護関係者を輸送する雪上車

給水支援

救護所の開設

スポーツ協会と連携し準備

教官　嶋田２曹
（第１普通科中隊）

教官　角田２曹
（第１普通科中隊）

教官　花輪曹長
（本部管理中隊）

教官　滝２曹
（本部管理中隊）

体験搭乗

徒歩行進

担架搬送

基本教練

訓練隊活動紹介訓練隊活動紹介

部外行事協力部外行事協力

札
幌
国
際

札
幌
国
際

ス
キ
ー
マ
ラ
ソ
ン
支
援

ス
キ
ー
マ
ラ
ソ
ン
支
援

北
海
道
を
歩
こ
う
支
援

北
海
道
を
歩
こ
う
支
援

隊
内
生
活
体
験

隊
内
生
活
体
験

バイアスロン訓練隊バイアスロン訓練隊

持続走訓練隊持続走訓練隊

拳法訓練隊拳法訓練隊

銃剣道訓練隊銃剣道訓練隊
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自
衛
隊
協
力
会
は
、
約
１
７
０
０
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
自
衛
隊

活
動
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
駐
屯

地
等
自
衛
隊
施
設
の
見
学
、
定
期
総

会
及
び
懇
親
会
等
を
通
じ
て
、
自
衛

隊
と
の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
施
設
見
学
に
お
い
て

は
、
道
内
の
各
地
の
駐
屯
地
、
航
空

基
地
等
に
足
を
運
び
、
史
料
館
の
見

学
を
始
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
及
び
車

両
の
体
験
搭
乗
、
隊
員
食
堂
で
の
会

食
等
、
様
々
な
視
点
で
見
学
し
て
い

た
だ
き
、
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
本
紙
８
面
に
も
協
力
会
の
活
動
に

つ
い
て
記
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

　

も
く
れ
ん
Ｏ
Ｂ
会
は
、
第
22
代
副
連
隊
長
で
あ
る
会
長
の
鷲
澤
洋
一

郎
氏
以
下
、
約
１
５
０
名
の
第
18
普
通
科
連
隊
Ｏ
Ｂ
の
方
々
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
定
期
総
会
、
年
２
回
の
本
機
関
紙「
も
く
れ
ん
」の
発
行
、

連
隊
創
立
記
念
行
事
へ
の
参
加
、
連
隊
の
各
種
訓
練
・
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま

つ
り
、
訓
練
隊
へ
の
激
励
等
、
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、
連
隊
を
支
え

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
Ｏ
Ｂ
と
隊
員
に
よ
る
懇
親
会
を
予
定
す
る
等
、
連
隊
と
Ｏ
Ｂ

会
の
さ
ら
な
る
親
睦
を
深
め
る
機
会
を
企
画
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
Ｏ
Ｂ
会
独
自
の
活
動
と
し
て
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
会
員

に
対
し
佐
官
モ
デ
ル
の
識
別
帽
を
贈
呈
す
る
等
、
会
員
相
互
に
お
い
て

も
親
密
な
関
係
を
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
令
和
７
年
度
後
期
」

【
連
隊
本
部
】

◇
１
等
陸
尉

　

遠
藤　

順
也　
（
北
恵
庭
・
北
恵
庭
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

◇
２
等
陸
尉

　

三
瀨　
　

心　
（
真
駒
内
・
第
11
情
報
隊
へ
）

◇
３
等
陸
尉

　

森　
　

研
也　
（
真
駒
内
・
第
11
旅
団
司
令
部
へ
）

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
２
等
陸
尉

　

橘
井　

政
和　
（
真
駒
内
・
第
11
後
方
支
援
隊
へ
）

◇
１
等
陸
曹

　

藤
井　

康
友　
（
前
川
原
・
幹
部
候
補
生
学
校
へ
）

　

坪
田　

浩
介　
（
習
志
野
・
陸
上
総
隊
付
へ
）

　

樺
澤　
　

修　
（
札　

幌
・
札
幌
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

◇
２
等
陸
曹

　

大
関　

章
宏　
（
高　

田
・
第
２
普
通
科
連
隊
へ
）

　

金
究　

圭
佑　
（
新
発
田
・
第
30
普
通
科
連
隊
へ
）

◇
３
等
陸
曹

　

梅
澤　

陽
人　
（
伊　

丹
・
第
36
普
通
科
連
隊
へ
）

【
第
１
普
通
科
中
隊
】

◇
３
等
陸
曹

　

中
村　

信
貴　
（
習
志
野
・
第
１
空
挺
団
第
３
普
通
科
大
隊
へ
）

　

菅
野　

晃
輝　
（
那　

覇
・
第
51
普
通
科
連
隊
へ
）

【
第
２
普
通
科
中
隊
】

◇
陸
曹
長

　

山
本　
　

敬　
（
真
駒
内
・
真
駒
内
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

◇
２
等
陸
曹

　

柳
澤　

陽
輔　
（
武　

山
・
高
等
工
科
学
校
へ
）

◇
３
等
陸
曹

　

佐
藤　
　

卓　
（
秋　

田
・
第
21
普
通
科
連
隊
へ
）

　

田
邉　

貴
大　
（
横　

浜
・
中
央
輸
送
隊
へ
）

　

西
川　

達
成　
（
海
田
市
・
第
46
普
通
科
連
隊
へ
）

【
第
３
普
通
科
中
隊
】

◇
１
等
陸
尉　

　

藤
井　

信
次　
（
豊　

川
・
第
49
普
通
科
連
隊
へ
）

◇
陸
曹
長

　

棚
町　

友
一　
（
伊　

丹
・
第
36
普
通
科
連
隊
へ
）

◇
３
等
陸
曹

　

星
澤　
　

翼　
（
東
千
歳
・
第
１
陸
曹
教
育
隊
へ
）

「
令
和
８
年
度
前
期
」

【
連
隊
本
部
】

◇
１
等
陸
尉

　

佐
々
木　

兼
吾（
釧　

路
・
釧
路
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）　

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
陸
曹
長

　

阿
倍　

裕
司　
（
市
ヶ
谷
・
中
央
業
務
支
援
隊
へ
）

◇
１
等
陸
曹

　

鈴
木　

克
弥　
（
練　

馬
・
第
１
普
通
科
連
隊
へ
）

　

大
谷　

真
一　
（
松　

山
・
第
１
１
０
教
育
大
隊
へ
）

◇
２
等
陸
曹

　

松
居　

友
太
郎（
瀬
戸
内
・
奄
美
警
備
隊
へ
）

　

野
呂　

洋
紀　
（
弘　

前
・
第
39
普
通
科
連
隊
へ
）

　

星　
　

春
介　
（
多
賀
城
・
第
22
即
応
機
動
連
隊
へ
）

　

黒
岩　

聖
士　
（
信
太
山
・
第
37
普
通
科
連
隊
へ
）

　

鈴
木　

結
貴　
（
宇
都
宮
・
中
央
即
応
連
隊
へ
）

　

川
田　

翔
太　
（
市
ヶ
谷
・
自
衛
隊
サ
イ
バ
ー
防
衛
隊
へ
）

◇
３
等
陸
曹　

　

藤
吉　
　

廉　
（
真
駒
内
・
冬
季
戦
技
教
育
隊
へ
）

【
第
１
普
通
科
中
隊
】

◇
１
等
陸
曹　

　

三
浦　
　

悟　
（
倶
知
安
・
倶
知
安
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

◇
２
等
陸
曹

　

髙
嶋　

大
樹　
（
真
駒
内
・
真
駒
内
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

　

永
野　

真
琴　
（
大　

宮
・
第
32
普
通
科
連
隊
へ
）

　

齊
藤　

優
希　
（
海
田
市
・
第
46
普
通
科
連
隊
へ
）

【
第
２
普
通
科
中
隊
】

◇
２
等
陸
曹

　

星　
　
　

修　
（
相　

浦
・
第
１
水
陸
機
動
連
隊
へ
）

◇
３
等
陸
曹

　

上
野　

翔
平　
（
釧　

路
・
第
27
普
通
科
連
隊
へ
）

【
第
３
普
通
科
中
隊
】

◇
２
等
陸
曹

　

板
垣　

雄
己　
（
真
駒
内
・
冬
季
戦
技
教
育
隊
へ
）

「
令
和
７
年
度
後
期
」

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
３
等
陸
尉

　

濵
田　

倫
明　
（
真
駒
内
・
第
11
後
方
支
援
隊
か
ら
）

◇
陸
曹
長

　

大
木　

拓
磨　
（
前
川
原
・
幹
部
候
補
生
学
校
か
ら
）

◇
２
等
陸
曹

　

北
村　

準
基　
（
高　

田
・
第
２
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　

石
井　

智
也　
（
新
発
田
・
第
30
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　

遠
藤　

優
太　
（
相　

浦
・
第
２
水
陸
機
動
連
隊
か
ら
）

◇
３
等
陸
曹

　

田
中　

和
孝　
（
遠　

軽
・
第
25
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　

脇
田　

考
樹　
（
那　

覇
・
第
51
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　

白
石　

貴
志　
（
松　

本
・
第
13
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　

髙
橋　

直
利　
（
練　

馬
・
第
１
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　

太
田　

辰
哉　
（
春
日
井
・
第
10
後
方
支
援
連
隊
か
ら
）

　

木
下　

日
向　
（
大
久
保
・
第
４
施
設
団
本
部
付
隊
か
ら
）

【
第
１
普
通
科
中
隊
】

◇
陸
曹
長

　

奥
山　

桃
太
郎（
神　

町
・
第
20
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　

島
田　

和
幸　
（
滝　

川
・
第
10
即
応
機
動
連
隊
か
ら
）

◇
３
等
陸
曹

　

小
川　

康
典　
（
大　

宮
・
第
32
普
通
科
連
隊
か
ら
）　

【
第
２
普
通
科
中
隊
】

◇
陸
曹
長

　

加
藤　

晴
之　
（
真
駒
内
・
真
駒
内
駐
屯
地
業
務
隊
か
ら
）

◇
３
等
陸
曹

　

櫻
庭　

和
己　
（
函　

館
・
第
28
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　

稲
垣　

匡
人　
（
守　

山
・
第
35
普
通
科
連
隊
か
ら
）　

【
第
３
普
通
科
中
隊
】

◇
２
等
陸
尉　

　

佐
々
木　

和
也（
真
駒
内
・
第
11
旅
団
司
令
部
か
ら
）

◇
１
等
陸
曹

　

中
村　

寿
誠　
（
国　

分
・
第
１
１
３
教
育
大
隊
か
ら
）　

◇
２
等
陸
曹

　

山
科　

昭
人　
（
相　

浦
・
第
１
水
陸
機
動
連
隊
か
ら
）

　

清
水　
　

碧　
（
東
千
歳
・
第
１
陸
曹
教
育
隊
か
ら
）

「
令
和
８
年
度
前
期
」

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
１
等
陸
曹

　

谷
口　
　

勇　
（
真
駒
内
・
第
１
２
０
教
育
大
隊
か
ら
）

　

清
田　

達
也　
（
新
発
田
・
第
30
普
通
科
連
隊
か
ら
）

◇
２
等
陸
曹　

　

梅
田　

篤
史　
（
真
駒
内
・
第
11
旅
団
司
令
部
付
隊
か
ら
）

◇
３
等
陸
曹

　

佐
藤　

彬
瑛　
（
福　

島
・
第
44
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　

麻
生　

佳
希　
（
秋　

田
・
第
21
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　

川
崎　

照
太　
（
大　

宮
・
第
32
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　

能
代　

真
裕　
（
板　

妻
・
第
34
普
通
科
連
隊
か
ら
）

【
第
１
普
通
科
中
隊
】

◇
２
等
陸
曹

　

上
川　

浩
史　
（
市
ヶ
谷
・
中
央
業
務
支
援
隊
か
ら
）

　

大
前　

勇
気　
（
真
駒
内
・
第
52
普
通
科
連
隊
か
ら
）

◇
３
等
陸
曹　

　

守
政　
　

翔　
（
山　

口
・
第
17
普
通
科
連
隊
か
ら
）

【
第
２
普
通
科
中
隊
】

◇
陸
曹
長

　

吉
川　

正
寛　
（
真
駒
内
・
第
52
普
通
科
連
隊
か
ら
）

◇
２
等
陸
曹

　

小
松　

翔
太　
（
宇
都
宮
・
中
央
即
応
連
隊
か
ら
）

　

窪
田　

后
城　
（
松　

本
・
第
13
普
通
科
連
隊
か
ら
）

◇
３
等
陸
曹　

　

成
田　
　

靖　
（
弘　

前
・
第
39
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　

田
中　

勝
司　
（
弘　

前
・
第
39
普
通
科
連
隊
か
ら
）

【
第
３
普
通
科
中
隊
】

◇
３
等
陸
曹

　

中
島　
　

榛　
（
真
駒
内
・
自
衛
隊
体
育
学
校
か
ら
）

　

小
田　

陽
冬　
（
相　

浦
・
第
１
水
陸
機
動
連
隊
か
ら
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
８
年
７
月
28
日　

現
在

　

い
っ
ぱ
ち
会
は
、
旅
団
友
の
会
に
入
会
し「
一
日
体
験
入
隊
」さ
れ
た

方
々
で
構
成
さ
れ
、
会
員
相
互
の
情
報
交
換
及
び
融
和
団
結
を
深
め
る

と
と
も
に
、
連
隊
と
密
接
に
連
携
し
て
自
衛
隊
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
名
誉
会
長
の
川
村
昭
範
氏
、
会
長
の
中
崎
義
昭
氏
の

他
33
名
で
日
々
精
力
的
な
活
動
に
よ

り
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

  

連
隊
の
各
種
競
技
会
、
訓
練
隊
へ

の
激
励
の
ほ
か
、
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ

り
会
場
に
お
け
る
雪
像
制
作
隊
へ
の

激
励
、
連
隊
創
立
記
念
行
事
へ
の
参

加
等
、
年
間
を
通
じ
、
連
隊
に
寄
り

添
う
ご
支
援
を
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
今
年
の
６
月
５
日（
金
）に
は
、

懇
親
会
を
通
じ
て
、
連
隊
と
懇
親
を

深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

隊
友
会
真
駒
内
支
部
は
、
公
益
社
団
法
人「
隊
友
会
」の
支
部
と
し
て
、

支
部
長
の
中
神
哲
二
氏
以
下
、
真
駒
内
・
澄
川
に
居
住
す
る
自
衛
隊
Ｏ

Ｂ
を
中
心
に
約
１
６
０
名
の
会
員
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
、
真
駒
内
駐
屯

地
所
属
部
隊
、
特
に
第
18
普
通
科
連
隊
を
積
極
的
に
お
支
え
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

隊
友
会
は
、
国
民
と
自
衛
隊
と
の
架
け
橋
と
し
て
、
防
衛
及
び
防
災

関
連
諸
業
務
に
対
す
る
各
種
協
力
、
自
衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
協
力
、

殉
職
隊
員
及
び
戦
没
者
等
の
慰
霊
顕
彰
な
ど
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発

展
に
寄
与
す
る
活
動
等
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

　

さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
で
の
雪
像
制
作
期
間
中
に
お
い
て
は
、
多
く
の

方
々
に
制
作
隊
へ
の
激
励
を
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
５
月
17
日（
日
）の
懇

親
会
に
お
い
て
連
隊
と
の
懇
親
を
深
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
駐
屯
地
外
柵
沿
い
の
花
壇
の

整
備
を
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
丸
山
氏
に

対
し
、
真
駒

内
駐
屯
地
司

令
よ
り
、
感

謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

札
幌
自
衛
隊
家
族
会
は
、
第
11
旅

団
管
内
に
居
住
す
る
約
９
０
０
名
の

自
衛
隊
員
の
ご
家
族
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
自
衛
隊
員
の
活
動
支
援
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
る
活
発
な
組
織
で
あ
り
、
会
報
誌

「
お
や
ば
と
」や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿
、

隊
内
生
活
体
験
、
自
衛
官
候
補
生
課

程
入
隊
式
へ
の
参
加
及
び
訓
練
の
激

励
等
、
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、
自

衛
隊
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

令和８年度札幌市自衛隊入隊・入校予定者激励会

さっぽろ雪まつり大雪像制作激励

令和８年合同新年会
令和８年度隊友会真駒内支部定期総会・懇親会

感謝状贈呈

令和８年度いっぱち会総会・懇親会部隊見学

連隊を力強く支える各協力団体の紹介

自
衛
隊
協
力
会

隊
友
会
真
駒
内
支
部

転　

出　

者

転　

入　

者

い
っ
ぱ
ち
会

も
く
れ
ん
Ｏ
Ｂ
会

札
幌
自
衛
隊
家
族
会
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��

鈴木花澤中山（陸自OB）蛭田（陸自OB） オンライン面談・個別相談会開催中

 株式会社モノミテラス / 西区西野4条10丁目8ｰ1

検 索 【公式】札幌グランピング ヴィラ・カルタ

ケガ・頭痛・腰痛・関節痛の方へ ◇DENBA Health 取次店◇ 陸自18i, 3i, cwct, 1Abn出身

輸入バレルサウナ施工/グランピング運営&コンサル

（宿泊予約・送迎dr. サウナ大工）川田：080-6081ｰ3789

夜景がキレイ
Sapporo Glamping VILLA CARTA
Domeの内部は次世代型電位空間です。
サウナとの相乗効果で身体パフォーマンスUP！

・アスファルトシングル防水屋根下部に断熱防水施工
・外壁ログ専用保護塗料、内部壁に劣化防止剤塗布

税込み本体価格279万円
・薪ストーブ18KW（2重煙突・ストーン付き）税込み24万円

mononofu sauna
☜写真:芦別スターライトホテル/全長4.0m×幅2.1m

サウナ室2200㎜×着替え室1100㎜×入口500㎜

海外から北海道に弊社が直輸入する製品です。本州企業の
狭小な通販タイプとは異にする大型業務用バレルサウナ
で、道内多数のホテル・リゾート施設の他、最近は個人宅
にも納品しております。
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〒063-0830 札幌市西区発寒10条12丁目1-54 TEL（011）669-3915  FAX（011）669-3916
株式会社 横山プリントサービス社

Design
Editing
Printing

斬新な美を追求し、

確実に情報を伝え、

思いどおりを型に。

抹消登録費用
無料です
抹消登録費用
無料です
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会員数は
約１,７００名、
全市で約７０団体
あります。

YouTube

InstagramFacebook

連隊ホームページ

18連SNS
ぜひご覧ください！

18連SNS
ぜひご覧ください！

自衛体札幌地方協力本部キャラクター 羊の「モコ」

自衛隊について
詳しく知りたい方は、
札幌自衛隊地方協力
本部のホームページを
見てほしいモコ♪

フォトギャラリーフォトギャラリー
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